



副 論 文 ２                      
精 神 科 デ イ ケ ア 「 初 期 適 応 質 問 紙 」 臨 床 版 の 開 発  
～ 精 神 科 デ イ ケ ア 利 用 者 の 臨 床 試 用 版 デ ー タ の 項 目 分 析 ～  
 
上 原 栄 一 郎  山 田  孝  石 井 良 和  

























副 論 文 ２  
 
精 神 科 デ イ ケ ア 「 初 期 適 応 質 問 紙 」 臨 床 版 の 開 発  
～ 精 神 科 デ イ ケ ア 利 用 者 の 臨 床 試 用 版 デ ー タ の 項 目 分 析 ～  
 
D e v e l o p i n g  o f  “ E a r l y  S t a g e  A d a p t a t i o n  Q u e s t i o n n a i r e ”  
c l i n i c a l  v e r s i o n  f o r  a  p s y c h i a t r i c  d a y - c a r e ;  t h e  i t e m  
a n a l y s i s  o f  d a y - c a r e  u s e r s  o f  t h e  c l i n i c a l  t r i a l  v e r s i o n  
 
 
上 原 栄 一 郎 ＊ １ ， ２  山 田  孝 ＊ ３   石 井 良 和 ＊ ４  
 
＊ １ 東 京 医 療 学 院 大 学  
保 健 医 療 学 部 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 科 作 業 療 法 学 専 攻  
＊ ２ 首 都 大 学 東 京 大 学 院  
人 間 健 康 科 学 研 究 科 作 業 療 法 科 学 域 研 究 生  
＊ ３ 目 白 大 学 大 学 院 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 研 究 科  
首 都 大 学 東 京 名 誉 教 授  








作 業 行 動 研 究 第 1 7 巻  第 4 号  




要 旨  
 
精 神 科 デ イ ケ ア 利 用 の 中 断 者 は ， 利 用 初 期 の 1～ 3 週 間 に 多
い と 報 告 さ れ て い る ． 筆 頭 筆 者 ら は 初 期 に 利 用 中 断 す る 問 題
を 解 決 す る た め ， 専 門 家 お よ び 精 神 科 デ イ ケ ア 利 用 者 に よ る
多 段 階 の 研 究 過 程 を 経 て ，「 初 期 適 応 質 問 紙 」 臨 床 試 用 版 （ 以
下 ， 試 用 版 質 問 紙 ， 4 1 項 目 ） を 作 成 し た ． 本 研 究 で は ， 精 神
科 デ イ ケ ア 1 4 施 設 の 利 用 者 に ， 試 用 版 質 問 紙 へ の 回 答 協 力 を
求 め た ． そ の 結 果 ， 初 期 利 用 群 4 9 名 ， 安 定 利 用 群 1 0 1 名 の 回
答 を 得 た ． 統 計 的 検 討 と し て ， 初 期 利 用 群 デ ー タ の 天 井 効 果
分 析 ， 回 答 偏 向 分 析 ， G - P 分 析 ， I - T 相 関 分 析 な ど の 項 目 分 析
を 実 施 し た ． さ ら に 初 期 利 用 群 と 安 定 利 用 群 の 群 間 比 較 を 行
い ，弁 別 力 の 分 析 を 行 っ た ．初 期 利 用 群 の 各 項 目 分 析 に よ り ，
臨 床 試 用 版 4 1 項 目 中 1 8 項 目 は ， 統 計 的 に 弁 別 力 が 低 い 項 目
と し て 除 外 し た ． 除 外 項 目 に は ， 利 用 者 の 個 別 の 事 情 や ネ ガ
テ ィ ブ な 質 問 が 含 ま れ ， 半 構 造 化 し た 面 接 の 必 要 性 が 示 唆 さ
れ た と と も に ， そ の 情 報 収 集 の 方 略 が 得 ら れ た こ と に 意 義 が
あ っ た ． ま た 群 間 比 較 に よ り 1 4 項 目 に 有 意 差 が 確 認 さ れ た こ
と か ら ， 一 定 の 構 成 概 念 妥 当 性 を 有 し て い る も の と 考 え ら れ
た ．   
 
K e y  w o r d s  ：  







は じ め に  
 
イ タ リ ア ・ ト リ エ ス テ の 精 神 医 療 改 革 1 )  で は ，1 9 7 0 年 代 よ
り ， 段 階 的 に 精 神 病 院 を 廃 止 し ， 地 域 精 神 医 療 へ の 転 換 を 大
胆 に 行 っ て き た ． 日 本 で も 精 神 科 病 院 を 退 院 し 地 域 に 戻 す 施
策 や 社 会 資 源 は 徐 々 に 広 が り を 見 せ て い る が ， 未 だ 十 分 と は
言 え ず ， 今 後 も 拡 充 が 求 め ら れ る ． 厚 生 労 働 省 は ， 2 0 1 2 年 6
月 の 有 識 者 検 討 会 2 )  で ，精 神 科 へ の 入 院 を 原 則 1 年 以 内 と す
る 方 針 を 決 め た ． 入 院 治 療 の 必 要 性 の な い 患 者 の 早 期 退 院 と
地 域 で の 生 活 を 目 標 に ， 医 師 ・ 作 業 療 法 士 ・ 精 神 保 健 福 祉 士
ら の 配 置 基 準 を 上 げ る な ど の 施 策 を 充 実 さ せ て い く も の と 思
わ れ る ． し か し ， そ の 現 状 は ， 精 神 疾 患 に よ る 約 3 3 万 人 の 入
院 患 者 の う ち ，約 2 2 万 人 が 1 年 以 上 の 長 期 入 院 で ，さ ら に 1 0
年 以 上 の 入 院 患 者 も 約 7 万 人 に 及 ぶ 2 ) と い う 状 態 で あ る ． 前
述 の 有 識 者 検 討 会 に お け る 方 針 は ， 多 数 の 入 院 患 者 を 抱 え る
現 状 を ト リ エ ス テ の よ う に 一 足 飛 び に 改 善 す る 状 況 に な く ，
今 後 も 地 道 な 地 域 精 神 医 療 へ の 取 り 組 み が 求 め ら れ る ． そ の
中 で 精 神 科 デ イ ケ ア （ 以 下 ， デ イ ケ ア ： D C） も ， 重 要 な 地 域
精 神 医 療 の 心 理 社 会 的 サ ー ビ ス と し て ， 入 院 か ら 地 域 へ の 橋
渡 し を 担 っ て い る ．  
わ が 国 の D C に よ る リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン は 1 9 7 4 年 の 診 療 報
酬 点 数 化 に 始 ま る と さ れ ， 精 神 科 病 院 を 退 院 し 地 域 に 帰 る た
め に ， 日 中 の 場 の 確 保 と 街 で 仲 間 を 得 る な ど の 枠 組 み が 整 備
さ れ て き た 3 ) ． 近 年 は ， 古 典 的 な 「 回 復 」 に よ る 症 状 や 障 害
の 消 失 に と ど ま ら ず ， 身 体 的 健 康 ， 自 立 的 生 活 ， 社 会 的 統 合
な ど の 複 数 の 健 康 成 果 で 成 り 立 つ 「 リ カ バ リ ー 」 4 )  を 目 指 す
こ と の 重 要 性 が 強 調 さ れ て い る ． そ う し た 中 で ， D C の 活 用 の
た め に は ， 導 入 か ら 治 療 展 開 ， 次 の サ ー ビ ス と の 連 携 な ど ，
細 か な 臨 床 実 践 を 伴 う 必 要 が あ る ．  
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特 に 池 淵 ら 5 )  は D C 利 用 者 の 約  3 0～ 4 0％ に 医 療 中 断 が み ら
れ る と し ， 林 ら 6 )  は 医 療 中 断 者 が 利 用 初 期 の 1～ 3 週 間 に 多
い と 報 告 し て い る ． ま た ， 退 院 直 後 や 初 参 加 の D C 利 用 者 は ，
慣 れ な い 集 団 の 中 で 緊 張 や 不 安 を 感 じ ， 目 標 や 集 団 価 値 を 共
有 で き ず ， 中 断 す る 人 々 が 多 い 7 ) ． 以 上 を 踏 ま え 筆 頭 筆 者 ら
は ， 本 研 究 に 先 行 し て ， D C 利 用 者 が 利 用 初 期 に 医 療 中 断 す る
問 題 7 )  を 解 決 す る た め に ，精 神 科 デ イ ケ ア「 初 期 適 応 質 問 紙 」
の 原 案 作 成 や 援 助 方 略 な ど に よ る 検 討 8 )  を C o n s e n s u s  
m e t h o d 9 )  に 準 拠 し て 進 め て き た ．そ れ ら は D C 施 設 専 門 職（ 以
下 ， 専 門 職 ） 1 0 名 に よ る 検 討 会 合 の 開 催 ， オ ン ラ イ ン 全 国 調
査 な ど の 方 法 を 用 い て ， 評 価 や 援 助 の ガ イ ド ラ イ ン ， 質 問 紙
原 案 の 作 成 を 目 指 し て 実 施 さ れ た ． そ の 後 ， 質 問 紙 原 案 の 内
容 的 妥 当 性 を 検 討 す る た め に ，2 か 所 の D C 利 用 者 お よ び 1 6 名
の 専 門 職 ら の 協 力 に よ る 会 合 を 開 催 し ， そ の コ ン セ ン サ ス 過
程 を 通 し て ， 精 神 科 デ イ ケ ア 「 初 期 適 応 質 問 紙 」 臨 床 試 用 版
（ 以 下 ，試 用 版 質 問 紙 ）を 作 成 し て き た 1 0 ) ．試 用 版 質 問 紙 は ，
質 問 紙 原 案 段 階 の 1 6 9 の 質 問 紙 項 目 の コ ン セ ン サ ス 調 査 に よ
り ， 最 終 的 に 4 1 項 目 に 収 れ ん さ れ た が ， 初 期 D C 利 用 者 に は
項 目 数 が 多 い 事 や 統 計 調 査 に よ る 内 容 的 妥 当 性 の 検 討 が 課 題
と な っ て い た ．  
本 研 究 の 目 的 は D C 利 用 者 の 回 答 協 力 を 得 て 試 用 版 質 問 紙 の
項 目 分 析 を 試 み ， 内 容 的 妥 当 性 の 検 討 を 行 い 臨 床 版 質 問 紙 を
作 成 す る こ と に あ る ． 精 神 科 デ イ ケ ア 「 初 期 適 応 質 問 紙 」 が
実 用 化 す る こ と で ， 専 門 職 の 初 期 適 応 過 程 の 分 析 能 力 を 高 め ，
医 療 中 断 の 防 止 や 適 応 を 促 す な ど の 効 果 が 期 待 さ れ る ． な お ，
各 研 究 過 程 に お け る 初 期 適 応 期 は ， 医 療 中 断 の リ ス ク を 背 景
に D C 利 用 開 始 直 後 か ら 早 期 に か け て D C に 順 応 す る 時 期 と 操




方 法  
 
１ ． 対 象  
関 東 近 県 の 精 神 科 デ イ ケ ア 5 2 施 設 に 研 究 協 力 を 依 頼 し ， 施
設 長 お よ び 専 門 職 ら の 同 意 が 得 ら れ た 2 4 施 設 に 研 究 協 力 者 募
集 の ポ ス タ ー を 掲 示 し ， D C 利 用 者 の 協 力 を 待 っ た ． う ち ， 1 4
施 設 1 5 9 名 の D C 利 用 者 の 協 力 に よ り ， 試 用 版 質 問 紙 へ の 回 答
を 得 た ．  
 
２ ． デ ー タ 収 集 方 法  
D C 利 用 者 の 試 用 版 質 問 紙 へ の 回 答 は ， 研 究 協 力 施 設 の 専 門
職 を 通 じ て 回 収 し た ． 試 用 版 質 問 紙 に は “ デ イ ケ ア で の 今 の
状 態 に つ い て お 尋 ね し ま す ” と の 教 示 ， 氏 名 と 回 答 日 の 記 入
欄 の 他 ， 改 め て 試 用 版 質 問 紙 へ の 回 答 に 同 意 す る か を 問 う 欄
を 設 け ， 自 ら 同 意 し た D C 利 用 者 か ら の 回 答 を 得 た ． 試 用 版 質
問 紙 で は 4 1 項 目 に 5 件 法 の 選 択 肢 を 示 し た ． ま た ， 専 門 職 に
は 試 用 調 査 用 紙 を 配 布 し ， D C 利 用 者 の 基 本 属 性 ， デ イ ケ ア 利
用 期 間 ， 病 名 ， 所 要 時 間 ， D C 利 用 者 の 反 応 な ど の 記 入 と と も
に ， 専 門 職 自 ら の コ メ ン ト 回 答 を 依 頼 し た ．  
 
３ ． デ ー タ 分 析 方 法  
医 療 中 断 者 は 利 用 初 期 の 1～ 3 週 間 に 多 い と さ れ て い る が ，
施 設 毎 に 初 期 適 応 期 の 明 確 な 期 間 は 無 く ， 初 回 イ ン テ ー ク か
ら 見 学 参 加 期 間 や 試 し 参 加 期 間 の 扱 い （ 見 学 参 加 を 3 回 続 け
て か ら 本 参 加 と す る な ど ） が 異 な っ て い た ． 本 研 究 で は 幅 を
持 た せ て ， 現 在 の デ イ ケ ア 利 用 期 間 が 1 カ 月 未 満 の D C 利 用 者
を 初 期 利 用 群 ，1 カ 月 以 降 の 利 用 者 を 安 定 利 用 群 に 操 作 的 に 分
類 し ， 回 収 デ ー タ を 2 群 に 分 け て 分 析 し た ． 試 用 版 質 問 紙 項
目 の 5 件 法 へ の 反 応 は “ と て も 感 じ る ” か ら “ ぜ ん ぜ ん 感 じ
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な い ” ま で を 5 段 階 に 点 数 化 し ， う ち 4 つ の 試 用 版 質 問 紙 項
目 は 反 転 項 目 と し て 処 理 を 行 っ た ． ま た ， 分 析 は 2 段 階 に 分
け て 行 い ， 先 ず 初 期 利 用 群 の 項 目 分 析 を 行 い ， 次 に 初 期 利 用
群 と 安 定 利 用 群 の 2 群 間 比 較 に よ っ て ， 各 質 問 紙 項 目 が 弁 別
力 を 有 し て い る か 分 析 を 行 っ た ．  
本 研 究 で は ， 初 期 利 用 群 の デ ー タ 回 収 量 は 臨 床 的 に は 少 数
と 予 想 さ れ ， 当 初 よ り 因 子 分 析 な ど の 統 計 手 法 は 試 用 版 質 問
紙 4 1 項 目 で は 解 析 が 不 可 能 と 判 断 し て い た ． ま た ， 試 用 版 に
は 重 複 項 目 や 表 現 に あ い ま い さ が 残 る 項 目 の 削 除 を 判 断 す る
研 究 過 程 が 必 要 で あ り ， 項 目 分 析 は 天 井 ･フ ロ ア 効 果 分 析 ， 回
答 偏 向 分 析 ， G - P 分 析 （ g o o d - p o o r  a n a l y s i s） お よ び I - T 相 関
分 析 （ i t e m - t o t a l  c o r r e l a t i o n  a n a l y s i s ） と ， 初 期 ‐ 安 定 利
用 群 の 群 間 比 較 な ど で 分 析 を 行 っ た ．G - P 分 析 や I - T 相 関 分 析
は 質 問 紙 項 目 作 成 に お い て よ く 用 い ら れ る 方 法 で あ る ．G - P 分
析 1 1 ) は 合 計 点 の 高 低 に よ っ て 対 象 者 を ３ 群 に 分 け ， 上 位 群 と
下 位 群 は ど の 項 目 で も そ の 平 均 値 が 上 位 群 の 方 が 下 位 群 よ り
群 間 で 高 い こ と が 期 待 で き ， 有 意 差 の な い 項 目 や 群 間 で の 差
が 顕 著 で な い 項 目 は 除 外 で き る ． ま た ， I - T 相 関 分 析 1 1 ) は 合
計 点 の 高 い 対 象 者 は そ れ ぞ れ の 項 目 で も 高 い 平 均 を 示 す と 期
待 さ れ る の で ， 各 項 目 の 得 点 と そ の 項 目 「 以 外 の 」 項 目 の 合
計 点 と の 相 関 係 数 で 分 析 を 行 う ． 相 関 係 数 の 低 い 項 目 は 合 計
点 の 傾 向 と 関 係 な く 異 質 で あ る と 考 え ら れ る の で 除 外 で き る ．
さ ら に 初 期 利 用 群 と 安 定 利 用 群 の 項 目 の 弁 別 力 を 群 間 比 較 す
る こ と で 検 討 し た ．デ ー タ 処 理 は ，統 計 解 析 ソ フ ト S P S S 2 0 . 0  J  
f o r  w i n d o w s を 用 い た ．  
 
４ ． 倫 理 的 配 慮  
調 査 対 象 者 に は ， 本 研 究 の 目 的 ， 調 査 方 法 ， 身 体 的 あ る い
は 精 神 的 負 荷 が 生 じ た と き の 対 応 ， プ ラ イ バ シ ー 保 護 の た め
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の 措 置 を 説 明 し ， 口 頭 お よ び 文 書 で 同 意 を 得 た ． な お ， 本 研
究 は 平 成 2 3 年 度 首 都 大 学 東 京 荒 川 キ ャ ン パ ス 研 究 安 全 倫 理 委
員 会 の 承 認 （ 受 理 番 号 1 1 0 3 3） を 得 て 実 施 さ れ ， 調 査 期 間 は 平
成 2 3 年 8 月 か ら 平 成 2 4 年 3 月 に 実 施 さ れ た ．  
     
結 果  
 
１ ． 対 象 者  
初 期 利 用 群 4 9 名 ， 安 定 利 用 群 1 1 0 名 の 内 ， 専 門 職 コ メ ン ト
欄 に “ 理 解 に 疑 問 ” 付 記 ， 認 知 症 診 断 ， 回 答 拒 否 が あ っ た 5
名 ， 多 数 の 欠 損 値 が あ っ た 4 名 の 計 9 例 を 除 き ， 分 析 は 1 5 0
名 の デ ー タ を 用 い ， 結 果 は 表 １ に 示 し た ．  
初 期 利 用 群 （ n = 4 9， 男 性 2 4 名 ， 女 性 1 8 名 ， 不 明 7 名 ） の
疾 患 は ， 統 合 失 調 症 2 5 名 ， 気 分 障 害 7 名 ， そ の 他 7 名 ， 不 明
1 0 名 で あ っ た ． 平 均 年 齢 3 7 . 7± 1 1 . 7 歳 ， 当 該 D C 利 用 平 均 月
数 0 . 9 0± 0 . 8 5 か 月 で あ っ た ．安 定 利 用 群（ n = 1 0 1，男 性 5 7 名 ，
女 性 4 0 名 ， 不 明 4 名 ） の 疾 患 は ， 統 合 失 調 症 6 5 名 ， 気 分 障
害 1 7 名 ， そ の 他 1 3 名 ， 不 明 6 名 で あ っ た ． 平 均 年 齢 4 8 . 5±
1 5 . 0 歳 ， 当 該 D C 利 用 平 均 月 数 5 2 . 2± 5 0 . 7 か 月 で あ っ た ． 平
均 年 齢 お よ び 当 該 D C 利 用 平 均 月 数 は 有 意 に 安 定 利 用 群 が 高 か
っ た ．  
 
２ ． 回 答 時 間  
回 答 に 要 し た 時 間 は 初 期 利 用 群 平 均 6 . 7± 4 . 7 分 ， 安 定 利 用
群 平 均 7 . 0± 4 . 8 分 で あ っ た ． 記 入 後 の 面 接 は 初 期 利 用 群 平 均
5 . 1± 3 . 9 分 ， 安 定 利 用 群 平 均 3 . 6± 4 . 3 分 と 両 群 共 に 概 ね 短 時





３ ． 初 期 利 用 群 の 項 目 分 析  
 
1） 質 問 数 と 未 回 答 率  
初 期 利 用 群 （ n = 4 9 ） に つ い て ， 試 用 時 に 対 象 者 か ら 質 問 が
あ っ た 数 と 未 回 答 率 を 表 １ に 示 し た ．質 問 紙 項 目 6「 見 学 し て
イ メ ー ジ が わ い た 」，質 問 紙 項 目 1 1「 経 済 的 な 負 担 感 は な い 」，
質 問 紙 項 目 2 9 「 家 族 と の 関 係 は 安 定 し て い る 」， 質 問 紙 項 目
3 5 「 話 せ る 人 が い る 」 な ど 未 回 答 率 の 高 く ， 質 問 意 図 の 不 明
確 さ や 家 族 が い な い 利 用 者 か ら の 反 応 が 多 い 4 項 目 を 確 認 し
た ．  
 
2） 天 井 効 果  
初 期 利 用 群 （ n = 4 9） に つ い て 項 目 の 多 く が 平 均 4 前 後 の 数
値 を 示 し ， 満 点 方 向 に 偏 り が 確 認 で き ， 正 規 分 布 を 仮 定 し た
と き の 統 計 量 に 偏 り 傾 向 が 検 出 さ れ ， 天 井 効 果 が 認 め ら れ た ．
次 い で 天 井 効 果 の よ り 影 響 が 高 い 項 目 を 明 ら か に す る た め に ，
恣 意 的 に 平 均 + 1 S D の 値 が 最 高 点（ 5）を 超 え る 項 目 を 表 １ に 示
し 判 断 し た ． 質 問 紙 項 目 １ 「 や り た い こ と や 興 味 が あ る 」， 質
問 紙 項 目 5「 デ イ ケ ア の ス タ ッ フ と 一 緒 に や れ そ う だ 」な ど の
9 項 目 に 天 井 効 果 が 認 め ら れ た ．  
 
3） 回 答 偏 向 分 析  
初 期 利 用 群 （ n = 4 9 ） に つ い て ， 度 数 か ら 回 答 内 容 を パ ー セ
ン ト で 示 し ， 偏 向 が 見 ら れ な い か を 検 討 し 表 １ に 示 し た ． 質
問 紙 項 目 3 1「 薬 を か か さ ず 飲 む こ と は 大 切 で あ る 」 の 1 項 目
に 7 0％ を 超 え る 偏 向 が 認 め ら れ た ．  
 
4） G - P 分 析  
初 期 利 用 群（ n = 4 9）に 対 し て ，G P 分 析 を 行 い 表 １ に 示 し た ．
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合 計 点 に よ っ て 昇 順 に 並 べ 確 認 す る と ， 一 様 に 連 続 し た 分 布
で あ っ た た め ， 統 計 解 析 ソ フ ト に よ り 自 動 的 に ３ 群 に カ テ ゴ
リ を 作 成 し た ． 結 果 ， 合 計 点 1 2 0 未 満 を 下 位 群 ， 1 2 0 以 上 1 6 0
未 満 を 中 位 群 ， 1 6 0 以 上 を 上 位 群 と し た ．下 位 群 と 上 位 群 の 中
央 値 ， 第 1 四 分 位 数 ， 第 3 四 分 位 数 を 表 １ に 示 し て ，
M a n n - W h i t n e y の U 検 定 （ * p < 0 . 0 5， * * p < 0 . 0 1） に よ り 群 間 比 較
を 行 っ た ． 質 問 紙 項 目 8「 困 っ た こ と が あ る 」， 質 問 紙 項 目 1 0
「 気 分 は 落 ち 着 い て い る 」 な ど 7 項 目 に 有 意 差 が 認 め ら れ な
か っ た ．   
 
5） I - T 相 関 分 析  
初 期 利 用 群 （ n = 4 9） に 対 し て ， I T 相 関 分 析 を 行 い 表 １ に 示
し た ． 項 目 得 点 と 全 体 の 項 目 得 点 と の S p e a r m a n の 順 位 相 関 係
数 r Ｓ （ * p < 0 . 0 5 ， * * p < 0 . 0 1） か ら 項 目 選 定 を 行 っ た ． 結 果 ，
質 問 紙 項 目 7「 緊 張 し て い る 」， 質 問 紙 項 目 3 9「 こ れ か ら も 通
う 」 な ど の 5 項 目 が 認 め ら れ た ．  
 
6） 項 目 分 析 結 果 の 総 合 的 判 断  
各 分 析 に よ る 除 外 要 件 な ど を ， 上 記 ま で の 結 果 を 基 に 筆 頭
筆 者 が 所 属 す る 大 学 院 教 員 3 名 お よ び 大 学 院 生 8 名 に よ っ て
総 合 的 に 判 断 し ， 表 １ に 除 外 が 適 切 で あ る と 思 わ れ る 項 目 を
網 掛 け で 示 し た ． 除 外 項 目 は い く つ か の 各 項 目 分 析 に よ っ て
重 複 が 確 認 で き ， 除 外 と し た 1 8 項 目 は 充 分 な 弁 別 力 を 有 し な
い 項 目 と 判 断 し ， 結 果 の 総 合 判 断 と し て 2 3 項 目 が 項 目 分 析 に
よ り 収 れ ん さ れ た ．   
 
４ ． 群 間 比 較 に よ る 弁 別 力 分 析  
項 目 分 析 で 収 れ ん し た 2 3 項 目 に つ い て ，初 期 利 用 群（ n = 4 9）
と 安 定 利 用 群 （ n = 1 0 1） の 2 群 間 で M a n n - W h i t n e y の U 検 定
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（ * p < 0 . 0 5， * * p < 0 . 0 1） に よ り 群 間 比 較 を 行 い ， 中 央 値 ， 第 1
四 分 位 数 ， 第 3 四 分 位 数 を 表 １ に 示 し た ． 検 定 の 結 果 （ 項 目
分 析 で 収 れ ん し た 2 3 項 目 中 ）， 初 期 利 用 群 の ス コ ア が 安 定 利
用 群 よ り も 有 意 に 低 い 1 4 項 目 を 「 † 」 で 示 し た ． こ れ ら 項 目
は 初 期 利 用 群 が 安 定 し て い く 上 で の 課 題 や 到 達 目 標 を 示 す も
の と 考 え ら れ た ．   
 
考 察  
 
１ ． 初 期 利 用 群 の 項 目 分 析  
 
1） 対 象 者 の 質 問 数 と 未 回 答 率 に よ る 削 除 の 検 討  
質 問 数 や 未 回 答 率 に 関 す る 明 確 な 判 断 基 準 は な い た め ， デ
ー タ お よ び 質 問 内 容 か ら 質 的 に 判 断 が 求 め ら れ る ． 質 問 紙 項
目 6「 見 学 し て イ メ ー ジ が わ い た 」 は 臨 床 試 用 に お い て 1 1 名
の 利 用 者 か ら 質 問 が あ り ，未 回 答 率 も 5 . 8％ と 高 い た め に 除 外
項 目 と し た ． 見 学 に よ る 導 入 を 行 わ な い D C 施 設 や 見 学 を し た
こ と の な い 利 用 者 か ら の 反 応 と 思 わ れ た ． 質 問 紙 項 目 1 1「 経
済 的 な 負 担 感 は な い 」 に つ い て も 質 問 が 多 く ， 利 用 費 負 担 に
対 す る 各 家 庭 の 経 済 的 事 情 の 相 違 に よ る 反 応 と 思 わ れ た ． 質
問 紙 項 目 2 9「 家 族 と の 関 係 は 安 定 し て い る 」 の 未 回 答 率 が 高
く ， 家 族 の 無 い 利 用 者 の 反 応 な ど が 予 測 さ れ た ．  
 
2） 天 井 効 果 の 検 討 と 教 示 選 択 肢 改 変  
天 井 効 果 ・ フ ロ ア 効 果 は デ ー タ 分 布 ， 平 均 ， 回 答 偏 向 な ど
の 状 態 を 捉 え た 総 合 的 な 判 断 が 求 め ら れ る が ， そ の 統 計 的 な
判 断 基 準 を 示 し た 文 献 は 少 な い ． 今 回 の 天 井 効 果 の 検 討 に お
い て は ， 恣 意 的 に 平 均 ＋ 1 S D の 値 で 判 断 し た が ， 鎌 原 ら 1 1 ) は
項 目 の 平 均 値 が 5 段 階 評 定 で 1 . 5 以 下 あ る い は 4 . 5 以 上 に 偏
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っ て い る 項 目 は ふ つ う 除 外 す る と し ， 平 均 値 の 偏 り に よ る 尺
度 の 精 選 に つ い て 述 べ て い る ． 田 中 1 4 ) も ， 天 井 ・ フ ロ ア 効 果
が 見 ら れ た 場 合 ， デ ー タ 分 布 を み て 極 端 値 を 除 外 ま た は 破 棄
す る ． 数 値 を 角 度 ・ 対 数 な ど に 変 換 す る ， 度 数 の 分 析 へ 切 り
替 え る な ど の 対 処 方 法 を 示 し て い る ． ま た ， 教 示 選 択 肢 を つ
く り 変 え る こ と で ， デ ー タ 分 布 を 適 正 化 す る 方 法 を 示 し て い
る ． そ れ ら 指 摘 を 踏 ま え ， 今 回 の 分 析 に お い て は ， ま ず 天 井
効 果 の 影 響 が 強 い 質 問 紙 項 目 1「 や り た い こ と や 興 味 が あ る 」，
質 問 紙 項 目 5「 デ イ ケ ア ス タ ッ フ と 一 緒 に や れ そ う だ 」 な ど 9
項 目 に 天 井 効 果 を 認 め 削 除 し た ． 次 い で 試 用 版 質 問 紙 教 示 選
択 肢 の 改 変 に よ り ， 独 立 変 数 の 効 果 の 変 化 量 確 保 を 行 っ た ．
試 用 版 質 問 紙 に お け る 教 示 選 択 肢 は “ と て も 感 じ る ・ 少 し 感
じ る ・ ど ち ら と も い え な い ・ あ ま り 感 じ な い ・ ぜ ん ぜ ん 感 じ
な い ” な ど の 表 現 を 採 用 し た ． こ の 教 示 選 択 肢 は 実 現 の 程 度
量 表 現 と 呼 ば れ ， こ れ ら 程 度 量 表 現 用 語 に 関 し て 織 田 1 2 )  が
一 対 比 較 テ ス ト を 用 い て ， 対 象 者 の 理 解 に よ る 尺 度 値 を 導 き ，
心 理 尺 度 を 量 的 に 比 較 研 究 し て い る ． 程 度 量 表 現 に は 実 現 の
程 度 量 表 現 ・ 現 実 の 程 度 量 表 現 ・ 時 間 的 程 度 量 表 現 ・ 心 理 的
時 間 の 程 度 量 表 現 が あ る と さ れ ， 大 学 生 ， 中 学 生 ， 小 学 生 な
ど の 理 解 に 応 じ た 順 列 と 程 度 が 分 析 さ れ て い る ． 織 田 は 発 達
が 低 い ほ ど 順 列 理 解 に 影 響 を 大 き く 受 け る デ ー タ を 示 し 図 式
化 し て い る ． さ ら に 大 学 生 で あ っ て も ， 実 現 の 程 度 量 表 現 で
あ る “ 少 し ・ ど ち ら と も い え な い ・ あ ま り ” の 表 現 理 解 は 近
接 し て お り 区 別 が つ き に く い こ と を 示 し て い る ． 今 回 の 結 果
と 文 献 考 察 か ら ， よ り 天 井 効 果 の 影 響 を 受 け に く い 教 示 選 択
肢 を 検 討 す る と ，“ い つ も 感 じ る ・ た び た び 感 じ る ・ た ま に 感
じ る ・ め っ た に 感 じ な い ・ ま っ た く 感 じ な い ” の 時 間 的 程 度
量 用 語 が 適 度 な 順 列 理 解 を 得 ら れ る と 判 断 し ， 図 1 の よ う に
「 初 期 適 応 質 問 紙 」 臨 床 版 の 教 示 選 択 肢 を 改 変 し た ． 改 変 選
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択 肢 で D C 利 用 者 は ， 様 々 な 刺 激 を 体 験 時 間 の 重 な り や そ れ ら
に 応 じ た 自 己 の 内 的 変 化 か ら シ ン プ ル に 判 断 す る こ と が 可 能
と 思 わ れ ， よ り 適 正 な 差 異 の 測 定 が 期 待 で き る も の と 判 断 し
た ．  
 
3） G - P 分 析 お よ び I - T 相 関 分 析  
G - P 分 析 お よ び I - T 相 関 分 析 に よ る 項 目 分 析 に よ っ て 7 項 目
の 試 用 版 質 問 紙 項 目 の 除 外 が 示 さ れ た ． G - P 分 析 で は ，合 計 点
に よ っ て 群 分 け し ， 項 目 間 の 有 意 差 に よ っ て 検 定 を 行 っ た ．
ま た ，I - T 相 関 分 析 は 合 計 点 と 項 目 の 相 関 係 数 で 分 析 を 行 っ た ． 
G - P 分 析 お よ び I - T 相 関 分 析 の 両 方 あ る い は い ず れ か の 分 析 で
除 外 が 示 さ れ た の は ， 質 問 紙 項 目 7「 緊 張 し て い る 」， 質 問 紙
項 目 8「 困 っ た こ と が あ る 」， 質 問 紙 項 目 1 0「 気 分 は 落 ち 着 い
て い る 」 な ど の 7 項 目 で ， 合 計 点 と 有 意 差 や 相 関 に よ る 検 定
で 異 質 な 項 目 で あ る と 判 断 で き た ． 質 問 紙 は ， 最 終 的 に 合 計
点 に よ る ス ク リ ー ニ ン グ 利 用 を 予 定 し て い る ． し た が っ て ，
合 計 点 の 高 い デ イ ケ ア 利 用 者 は よ り 適 応 し て お り ， 低 い 者 は
な ん ら か の 課 題 を 有 す る 者 と 判 断 で き る ． そ の た め ， 合 計 点
と の 有 意 差 や 相 関 に よ る 反 応 の 乏 し い 項 目 は ， ス ク リ ー ニ ン
グ の 精 度 を 低 く す る 質 問 紙 項 目 で あ り ， 弁 別 力 が 低 い 項 目 と
考 え ら れ る ． さ ら に 質 問 紙 項 目 と し て 弁 別 す る に 不 適 切 な 要
因 を 質 的 に 検 討 す る と ， 質 問 紙 項 目 2 6「 経 済 的 な 問 題 で デ イ
ケ ア 参 加 を 加 減 し て い る 」 は ， 個 別 の D C 利 用 者 の 経 済 状 況 に
よ っ て 判 断 も 変 わ る ． 質 問 紙 項 目 3 9「 こ れ か ら も 通 う 」 は 断
言 的 な 表 現 で あ り 反 応 の 難 し さ を 示 し た と 思 わ れ た ．  
  
4） 項 目 分 析 の 総 合 的 判 断 と 追 加 面 接 の 必 要 性  
今 回 の 項 目 分 析 で は ， 臨 床 版 質 問 紙 の 作 成 を 目 的 に 多 段 階
に 総 合 判 断 し た ． 対 象 者 の 質 問 数 や 未 回 答 率 を 指 標 に わ か り
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に く い 表 現 の 項 目 を 削 除 し ，天 井 効 果 や G - P 分 析 ， I - T 相 関 分
析 に よ り ， 合 計 点 に よ る 量 的 指 標 や 等 質 性 の 確 保 を 検 証 し た ．
そ れ ぞ れ の 分 析 過 程 の 意 味 に 照 ら し ， い ず れ か に 該 当 す る 1 8
項 目 は 除 外 と 判 断 し ， 収 れ ん さ れ た 2 3 項 目 は 「 初 期 適 応 質 問
紙 」 臨 床 版 と し て 妥 当 性 の 高 い 項 目 と 総 合 判 断 し た ．   
除 外 1 8 項 目 の 全 般 的 な 特 徴 と し て ， 大 半 が ネ ガ テ ィ ブ な 表
現 を 含 む 質 問 紙 項 目 や 見 通 し の つ き に く い 項 目 ， 経 済 的 問 題
や 家 族 の こ と を 含 ん で い た ． こ れ ら は 個 別 性 が 高 く ， D C 内 の
初 期 適 応 を 総 合 的 に 判 定 す る 質 問 紙 項 目 と し て 識 別 性 が 低 く ，
統 計 的 な 項 目 分 析 の 結 果 か ら も 等 質 性 の 低 い 項 目 で あ る と 考
え ら れ た ． し か し ， D C 利 用 の 実 際 で は ， 自 立 支 援 医 療 費 の 支
払 い が で き な い 利 用 者 は 通 所 の 制 限 を 考 え ， 家 族 の 入 院 加 療
に 付 き 添 う な ど 家 族 問 題 が 発 生 す れ ば ， D C 通 所 よ り 優 先 さ れ
る な ど ， D C 外 の 生 活 状 況 が D C 参 加 に 大 き く 影 響 し て い る ．よ
っ て ， こ れ ら 諸 項 目 は 質 問 紙 合 計 点 に は 加 算 で き な い が ， D C
参 加 に 影 響 す る 重 要 な 視 点 で あ り ， 新 た に 概 念 構 成 が 必 要 と
判 断 し 「 今 の 気 分 や で き ご と 」，「 今 後 の 見 通 し 」，「 経 済 面 」，
「 家 族 」，「 薬 物 療 法 」 な ど の キ ー ワ ー ド に よ る 語 り を 半 構 造
的 な 面 接 で 得 る 方 略 の 重 要 性 を 示 唆 す る も の と 考 え ら れ た ．
D C の 初 期 適 応 は 質 問 紙 で 確 認 し ， 事 後 面 接 で は キ ー ワ ー ド に
基 づ き 明 確 に 情 報 を 得 る こ と で ， D C 導 入 を ス ム ー ズ に 図 り 初
期 の イ ン テ ー ク 時 の 利 用 者 ・ 専 門 職 双 方 の 負 担 を 軽 減 で き る ． 
 
5） 利 用 者 の 内 的 ・ 外 的 要 因 支 援 の 点 検 の 意 義  
今 回 ， 項 目 分 析 後 の デ ー タ か ら ， D C 外 の 生 活 状 況 に 関 わ る
項 目 の 指 針 を 得 ら れ た 意 義 は 大 き い と 考 え る ． D C に は 治 療 構
造 と い う 枠 組 み を 提 供 す る 機 能 が あ り ， そ れ ら は プ ロ グ ラ ム
や 場 ， ス タ ッ フ ， メ ン バ ー な ど に よ り 特 徴 づ け ら れ ， 利 用 者
本 人 の 作 業 の 発 達 や 変 化 に 柔 軟 に 対 応 す る 役 割 を 持 ち ， 質 問
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紙 で 確 認 が 可 能 に な る ． 一 方 D C 外 の 生 活 状 況 な ど の 事 柄 は ，
プ ラ イ ベ ー ト な 領 域 や 本 人 の み な ら ず 関 係 者 や 社 会 資 源 も 含
め た 外 的 要 因 が 重 な り 複 雑 化 し て い る ． G a r y  K i e l h o f n e r は 作
業 の 発 達 は ， 意 志 ， 習 慣 化 ， 遂 行 能 力 に お け る 変 化 の 複 雑 な
過 程 に か か わ る と し て ， こ れ ら の 変 化 は 行 う こ と と 共 に も た
ら さ れ る 内 的 お よ び 外 的 要 因 の 収 束 か ら 生 じ る と 述 べ て い る
1 3 ) ． D C は 通 過 型 の 治 療 機 関 で 有 り な が ら ， そ の 機 能 が 果 た さ
れ ず 滞 留 す る 利 用 者 を 抱 え 問 題 を 呈 し て い る ． D C で は 利 用 者
本 人 の 作 業 の 発 達 を D C の 治 療 構 造 で 形 作 る が ， 外 的 な 複 雑 化
し た 要 因 の 収 束 を 得 意 と は し て い な い ． D C 利 用 者 の 作 業 の 発
達 や 変 化 を 求 め る に は ， D C 利 用 者 の 内 的 お よ び 外 的 要 因 の 持
続 的 な 交 流 に よ る 新 し い 安 定 し た 考 え ， 感 情 ， 行 為 の パ タ ー
ン の 維 持 が 必 要 で あ り 1 3 ) ， 外 的 要 因 は ， D C 内 の み な ら ず ， D C
外 の 要 因 や 生 活 状 況 を 半 構 造 的 な 面 接 で 相 互 に 点 検 す る 仕 組
み を 初 期 利 用 者 支 援 に 活 か す こ と は 有 用 で あ る と 考 え ら れ た ． 
 
２ ． 群 間 比 較 に よ る 弁 別 力 分 析  
初 期 利 用 群 と 安 定 利 用 群 に つ い て M a n n - W h i t n e y の U 検 定 に
よ る 群 間 比 較 を 行 っ た 結 果 ， 初 期 利 用 群 の 得 点 が 安 定 利 用 群
よ り も 有 意 に 低 か っ た 1 4 項 目 は ， 初 期 利 用 群 が 安 定 し て い く
上 で の 課 題 や 到 達 目 標 を 示 す も の と 考 え ら れ た ． こ れ ら の 項
目 得 点 が 高 い D C 利 用 者 は よ り 安 定 群 に 近 い 適 応 状 態 を 示 す も
の と 考 え ら れ ， 今 後 ， 質 問 紙 合 計 点 や 項 目 群 得 点 を 比 較 す る
こ と で ， 利 用 者 の 適 応 状 態 を 把 握 す る 機 能 を 質 問 紙 臨 床 版 が
有 し て い る こ と を 示 唆 し た ．  
 
ま と め と 今 後 の 課 題  
 
本 研 究 で は 4 1 項 目 の 試 用 版 質 問 紙 項 目 の 弁 別 力 を 高 め る た
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め に ， 1 5 9 名 の D C 利 用 者 に 協 力 を 得 て 項 目 分 析 を 行 い ， 1 8 項
目 に つ い て 除 外 項 目 と し ，2 3 項 目 か ら な る「 初 期 適 応 質 問 紙 」
臨 床 版 を 作 成 し た ． ま た ， 除 外 項 目 に は 半 構 造 化 さ れ た 事 後
面 接 で 収 集 す べ き D C 外 の 生 活 状 況 の 情 報 が 示 唆 さ れ て い た ． 
分 析 は 多 段 階 に わ た る 統 計 的 検 討 を 経 て ， そ れ ら デ ー タ が
指 し 示 し た 条 件 か ら 除 外 項 目 を 選 定 し た ． こ れ ら は 臨 床 の 初
期 利 用 群 の デ ー タ に 基 づ く 反 応 か ら の 分 析 で あ り ， 質 問 紙 臨
床 版 2 3 項 目 は 一 定 の 弁 別 的 妥 当 性 を 有 し て い る と 考 え ら れ た ．
さ ら に 初 期 利 用 群 と 安 定 利 用 群 の 群 間 比 較 に よ り ， 集 団 差 を
統 計 的 に 明 ら か に し た 質 問 紙 項 目 が 1 4 項 目 存 在 す る こ と か ら ，
一 定 の 構 成 概 念 妥 当 性 を 有 し て い る も の と 考 え ら れ た ． し か
し ， 質 問 紙 開 発 は 一 般 的 に ， 臨 床 試 用 な ど に よ る 収 れ ん 過 程
が 幾 度 も 必 要 と さ れ る ． 今 回 の 1 度 の 臨 床 試 用 で 完 成 形 の 質
問 紙 が 作 成 で き る こ と は な く ， さ ら に 臨 床 版 で は 因 子 分 析 な
ど の 統 計 手 法 を 用 い た 分 析 に よ る 再 考 を 予 定 し て い る ．  
ま た ， 本 質 問 紙 の D C 利 用 に 際 し ， す べ て の 利 用 者 に 一 律 に
D C 適 応 が 求 め ら れ る わ け で は な い ． 本 質 問 紙 は ， 一 時 利 用 や
就 労 ， 仲 間 つ く り な ど ， そ れ ぞ れ の 利 用 目 的 や 障 害 状 態 に 応
じ て 的 確 で ， 必 要 な サ ー ビ ス を 提 供 す る 一 助 と し て ， 今 後 も
臨 床 運 用 を 行 い ， 本 質 問 紙 の 有 用 性 に つ い て さ ら に 検 討 を 重
ね た い ．  
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表 １  初 期 適 応 質 問 紙 臨 床 試 用 版 に よ る 項 目 分 析 結 果  
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S u m ma r y  
 
It ha s bee n re po rted that man y n ew ps ychi atr ic d ay -c are  
user s dis con tin ue the ir u se o f the da y -c are wi thin 1 to  
3 week s of att e ndan ce. T he a ut hors h ave bee n maki ng th e 
"Ear ly  St age  A d apta tion  Ques ti onna ire"  clin ic al tri al 
vers ion  (4 1 i te ms) thr oug h t he  res ear ch pro ce ss o f t he 
mult i -st age  by  the spe cial ist  and a p syc hia tr y da y -c are 
user in o rde r t o decr ease  a d isc o ntin uati on pers o n. It  was 
a pu rpo se of th is s tud y t hat  c lini cal  in vest i gati on of 
this  as ses smen t was con duc ted  an d st ati sti cal  ex amin atio n  
was pe rfo rme d. We ask ed t o pa r tici pate of t hi s stud y to 
the 14 psy chi at ric day - ca r e in stit utio ns.  49  of i nit ial 
day- care  u sers  a nd 1 10 of sta ble  use rs wer e r ecr uite d f or  
this stu dy. Fro m  the data , w e ca r ried out cei lin g  anal ysi s, 
answ er in cli nat i on ana lys is, the  item a nal ysi s o f the G - P 
anal ysis , I - T corr elat ion ana lysi s. Fu rth erm ore, w e  
perf orme d th e co mpar ison bet wee n  group s of an ea r ly sta ge 
user s g rou p a nd stab le use rs gro up. Thr oug h t he each  it em  
anal ysis  of  th e i niti al user s g ro up 1 8 i tems  am ong  41 ite ms  
for c lin ical  tr i al ve rsi on w ere excl uded  fro m i t em si nce 
they did not have an y disc r imin atio n. I n addi tion , 
sign ific ant  di f fere nce was  co n firm ed i n 1 4 it ems b y t he 
comp aris on b etw een g rou ps. Of the e xcl usio n i tem, the  
indi vidu al  ci r cums tanc es  of  the  us ers  an d  ne gat ive 
ques tion s we re i nclu ded and sugg este d th e ut iliz atio n of  
the s em i -st ruct u red i nte rvi ew. B y an item  or a t o tal s cor e, 
it wi ll be use d as a sc ree nin g t ool. In ad dit io n, it w as 
thou ght tha t c o nstr uct val idi t y of 14 ite ms c l arif ied a 
grou p di ffe ren c e by  the  co mpa r ison  bet wee n g r oups .  
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